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はDobson and Waterson （1997）が発展させた拮抗力の理論である．しかし，彼らの需要関数は























































図 1：四大医薬品卸の合併提携（2008 年～ 2013 年）



















































































































































31,548 18,326 23,122 17,732
0.0%  0






























































































































































































































































































































































































































































































表 1： 四大医薬品卸売業者と製薬メーカーとの人的関係（2011 年）
会　社　名 役　　名 氏　　名 経　　歴















































































Milou and Petrakis （2007）では，生産要素価格が下流企業の生産財の差別化や集中度とは無関連
に決定されることを示している．また，Iozzi and Valletti （2010）でも同様の結論に加え，集中度
の高まりによってかえって生産要素価格の上昇が起き得る可能性を経済理論的に示している．本
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ここで，b  [0, 1] はメーカーの交渉力の程度を表している．この最大化問題の 1階条件は，
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b p p p
となる．
　企業 i との交渉が不成立となった場合でも，メーカーは他のN1 個の卸売企業と交渉販売す
ることができる．このときの他の企業jへの販売量がq¯ jと表されるとき，アウトサイド・オプショ
ンは　　　　　　　となる．企業 i との交渉が不成立になると企業 i から財を購入することはで



















pi  (pi  wi) qi を最大化させるよう qi を決定する．企業 i の利潤最大化のための 1階条件を解く
ことによって最適な供給量は，
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となる．
（1）観察不可能なケース
　交渉が不成立となる場合，卸売り企業は何も販売することができないので q¯ i0 となるが，他
の企業には観察されることはなく各企業のクールノーナッシュ均衡での予測数量は変更されな
い．したがって他のN1 企業は，均衡仕切り価格のもと第 2ステージで決定されると予想され
る均衡数量 q¯ jqˆ jN (w*) 分を販売することになる．一方，メーカーのアウトサイド・オプション
は　　　　　　　　　となる．
　以下では対称均衡のみに焦点を当て均衡を解くことにする．対称均衡においてはwi = wj とな
るので，
( *)O Njj i w q w p ˆ
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命題 1（Iozzi and Valletti（2010））
　卸売り企業がクールノー競争をしており，交渉決裂が他企業に観察されないとき，すべての










る．このとき，q¯ i = 0 となり企業 i では一切供給がなされないことを理解した上で企業 i 以外の
企業 j は供給量 qj を決定する．このとき第 2ステージでの均衡において販売される qj は，以下
で表わされる．
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命題 2（Iozzi and Valletti（2010））
　卸売り企業がクールノー競争を行い，交渉決裂が他の企業に観察可能な場合，仕切り価格は



































表的な論文であるDobson and Waterson （1997）では，卸売り企業の数や差別化の度合いが集計
化された全体の需要水準へ影響を与える需要関数を想定している．対して，上述したようにここ
でのモデルでは対称均衡のもと企業数や差別化の度合いが集計化された全体の需要水準に影響し
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